
こども家庭庁 令和７年度委託事業

より多様な環境にいるこども・若者の意見を聴くために

～どのような状況にあっても意見を表明できる社会に向けて～
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付録１

参加者募集チラシ（対面・オンライン）



二次元
コード

参加者募集中！

10:00 - 11:001.x2026 月

こども家庭庁は、こども・若者のみなさんが

「意見や思いを伝えたいときに」「ちゃんと聴かれたと感じる」ために

どんな方法がよいか、みなさんと一緒に考えたいです。

みなさんの意見を教えてください！

ふだん生活をしているなかで

「だれかに聴いてほしい！」と思うのは、

どんなときですか？

どんな方法だと、

自分の意見や思いを

伝えやすいと感じますか？

こども・若者のみなさんの声を聴かせてください

主催：こども家庭庁
　（事務局：PwCコンサルティング合同会社）

問い合わせ先：＜アドレス＞@pwc.com www.xxxxxxxx.jp

QUOカード
プレゼント

どのようなルールがあると、

安心して自分の意見を

言えると思いますか？

さんかしゃ ぼしゅうちゅう

わかもの こえ き

かていちょう わかもの

いけん

しゅさい かていちょう

じむきょく ごうどうがいしゃ

と あ さき

場　　所：xx

定　　員：約xx人（xxxを利用するみなさんならだれでもOKです）

応募方法：興味がある人、質問がある人はスタッフに教えてください！

　（ or チラシ右下の二次元コードから応募してください！）

質問カードを使いながら、

みんなで話していきます

ばしょ

ていいん

おうぼほうほう

やく

きょうみ ひと しつもん ひと

りよう

おし

おうぼにじげんみぎした

おも つた き かん

ほうほう いっしょ かんが

いけん おし

せいかつ

き おも あんしん じぶん いけん

い おも

ほうほう

じぶん いけん おも

つた かん

しつもん つか

はな



付録２

参加者募集チラシ（WEBアンケート）



回答募集中！

どんな方法だと、

自分の意見や思いを

伝えやすいと感じますか？

実施方法：オンライン（Microsoft Forms）

対　　象：およそ10歳～29歳までのみなさん

回答方法：QRコードまたはリンクからご回答ください

　　　　：

W E B アンケートのおしらせ

こども家庭庁は、こども・若者のみなさんが

「意見や思いを伝えたいときに」「ちゃんと聴かれたと感じる」ために

どんな方法がよいか、みなさんと一緒に考えたいです。

みなさんの意見を教えてください！

普段の生活のなかで、

よくお話する人は誰ですか？

こども・若者のみなさんの声を聴かせてください！

主催：こども家庭庁

問い合わせ先：アドレス@pwc.com

どのようなルールがあると、

安心して自分の意見を

言えると思いますか？

か い と う ぼ し ゅ うちゅう

か て い ちょう わ か も の

い け ん お も つ た き か ん

ほ う ほ う い っ し ょ かんが

い け ん お し

ほ う ほ う

じ ぶ ん い け ん お も

つ た か ん

わ か も の こ え き

あ ん し ん じ ぶ ん い け ん

い お も

　（事務局：PwCコンサルティング合同会社）

し ゅ さ い か て い ちょう

と あ さ き

ご う ど う か い し ゃじ む き ょ く

た い

ほ う ほ う

しょう

か い と う

ほ う ほ うじ っ し

さ い さ い

https://forms.office.com/r/Tn6YGjLZZGリ ン ク

ふ だ ん せ い か つ

はなし ひ と だ れ

答えたい質問だけ

答えればOKです！

こ た し つ も ん

こ た

か い と う

二次元
コード○



付録３

運営用資料（対面・オンライン）



こども家庭庁 令和７年度委託事業

（団体名） 様
意見を聴く会 当日運営資料

PwCコンサルティング合同会社
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1. 開催概要

1 タイトル 意見を聴く会

2 日時

2026年X月XX日（X）XX:XX集合

➢ 事前準備…XX:XX～XX:XX

➢ 意見聴取…XX:XX～XX:XX ※こども・若者が参加する時間

➢ 運営振り返り…XX:XX～XX:XX

➢ 撤収作業…XX:XX～XX:XX

3 協力団体 （団体名）

4 開催方法 対面

5 開催場所 • （住所）
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2. 当日のタイムライン

時刻 内容 参加者 団体職員 ファシリ こども家庭庁 PwC

XX:XX 集合（運営） ー • 集合 • 集合 • 集合 • 集合

XX:XX-
XX:XX
（30分）

準備 ー
• 事務局と進行
確認

• 事務局と進行
確認

• セッティング • セッティング

XX:XX 参加者集合 • 集合 • 参加者受付 • 参加者受付 • 参加者受付 • 参加者受付

XX:XX-
XX:XX
（10分）

アイスブレイク
開会

• 説明を聞く • あいさつ • あいさつ • あいさつ
• 全体進行
• 当日配布資料
にそって説明

XX:XX-
XX:XX
（70分）

話合い（休憩含む）
感想シェア

• 話し合いに
参加

• 参加者フォロー • 進行 • 参加者フォロー
• 板書係
• 参加者フォロー

XX:XX-
XX:XX
（10分）

閉会・事務連絡
• 説明を聞く
• アンケートに回
答

• 参加者フォロー • 参加者フォロー • 参加者フォロー

• 全体進行
• 事務連絡
• アンケート
配布/回収

XX:XX-
XX:XX
（15分）

片付け ー • 振返り • 振返り • 振返り • 全体進行

XX:XX-
XX:XX
（15分）

運営振返り ー • 運営振り返り • 運営振り返り • 運営振り返り • 運営振り返り

XX:XX 解散（運営） ー • 解散 • 解散 • 解散 • 解散
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３－１. 意見聴取の進め方（全体に係る内容）

質問の数、優先順位

• 質問は全部で７つのカテゴリに分かれています。実際にする質問の数も全７個程度の想定です。

➢ 優先度高く聞いていただきたいのは、【②手法】、【③関心】、【⑤テーマ】、【⑦自由意見】のカテゴリの質問です。

✓ 【②手法】と【⑤テーマ】は、選ばれなかった選択肢についても「こっちはどう思う？」と聞くなど感触を伺っていただけますと幸いです。

※特に【⑤テーマ】は、こども大綱における貧困対策に関連する内容を踏まえて選択肢を作成しているため、可能であれば個々の選択肢
ごとに感触を聞いていただけると大変ありがたいです。

➢ 【①日常生活】、 【④場づくり】、 【⑥フィードバック】のカテゴリについては、いくつかの質問事項のなかから、「答えたい」と思う質問を参加者
の方に選んでいただく想定です。

✓ 選ばれなかった質問事項についても「こっちはどう思う？」と聞くなど、必要に応じて感触を伺っていただけますと幸いです。

質問の順番

• 質問の順番や表現・言葉遣いは、参加者に合わせて、適宜アレンジいただいて大丈夫です。
※次ページ以降に質問順の一例を掲載しています。

• また、時間や参加者の関心に応じて、質問を取捨選択していただいても差支えありません。

➢ 時間が余る場合の対応例…より深掘りをする、選択されなかった質問事項について聞く など

➢ 時間が足りない場合の対応例…残りの質問事項のなかから、意見を言いたい質問事項を参加者に選んでもらう など

質問の方法

• 質問事項および選択肢を記載したカードをご用意しています。

• カードをお見せしながら質問いただくなど、適宜ご活用いただけますと幸いです。

✓ カードは全年齢向けとして、やさしい言葉遣いで作成しております。

✓ 参加者の方によっては「言葉遣いが幼稚すぎる」と感じる方がいらっしゃるかもしれないため、全年齢向けのものである旨を必要に応じて補
足いただけますと幸いです。

休憩の入れ方

• 休憩は適宜入れていただいて大丈夫です。

• 複数グループある場合は、グループ間で事前調整のうえ、可能であれば全グループ同じタイミングでの休憩取得をお願いします。
（参加者の方の様子次第で調整いただいて差支えありません）



凡例
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３－２．意見聴取の流れ（1/2）

普段生活をしているなかで「誰かに聞いてほしい！」と思うのは、どんなときですか？

みなさんが普段の生活のなかで一番よくお話するのは誰ですか？

普段生活をしているなかで「あなたの意見や思いを教えて欲しい」と言われるときはありますか？

①
日常
生活

どんな方法だと
自分の意見や思いを伝えやすいと感じますか？

対面 オンライン チャット

そのほか

必須の
質問事項

②
手法 アンケート

③
関心

「みなさんの意見を聴く会」についてご説明（ファシリまたは事務局より実施）

次の質問からは「みなさんの意見を聴く会」について聞かせてください。
国や自治体（こども家庭庁などの国の機関や都道府県庁、市区町村の役所・役場など）では、対面やオンライン、アンケートやチャットな
どの方法でこども・若者のみなさんの意見を聴きたいと思っています。
次の質問からは「対面やオンライン、アンケート、チャットなどでみなさんの意見を聴くこと」を「みなさんの意見を聴く会」を呼びます。

「みなさんの意見を聴く会」を開くとしたら、参加してみたい・意見を言ってみたいと思いますか？

参加したくないと思った理由はなぜですか？

次ページへ

Yes

No

選択肢質問事項質問カテゴリ

必須の
質問事項

質問事項
を選択
（複数可）

質問カテゴリ 質問事項・選択肢

※ 選ばれなかったカードについても印象を聞く。

説明
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３－２．意見聴取の流れ（2/2）

「みなさんの意見を聴く会」を開くとしたら、いつ、どれくらいの時間がいいですか？

「みなさんの意見を聴く会」を開くとしたら、みなさんにどんな方法でお知らせできると良いですか？

意見を伝えるときは、聞き役の人と１対１のほうが伝えやすいですか？
それとも、他の人とのグループを作って、グループに聞き役の人が１～２人入るほうが伝えやすいですか？

④
場

づくり
「みなさんの意見を聴く会」に参加するとしたら、どのようなルールがあると、安心して自分の意見を言えると思いますか？

意見を伝える時に「こんなサポートがあったら嬉しいな」と思うことがあったら教えてください。

「みなさんの意見を聴く会」に参加するとしたら
どんなテーマなら

意見を言いやすい（言いたい）と思いますか？

⑤
テーマ

みなさんからもらった意見は資料に書いて、ホームページなどで公表したいと思っています。
自分が伝えた意見が色々な人に伝わってほしいと思いますか？それとも、あまり人には知られたくないと感じますか？⑥

フィード
バック
など

必須の
質問事項

凡例

選択肢質問事項質問カテゴリ

質問事項
を選択
（複数可）

質問事項
を選択
（複数可）

質問カテゴリ 質問事項・選択肢

⑦
自由
意見

必須の
質問事項 今日のテーマ「こども・若者の皆さんから意見を聴く方法」について、ほかに何か意見があれば教えてください。

衣食住の
こと

普段過ごす
場所のこと

一緒に過ご
す人のこと

進路や将来
のこと

勉強のこと 遊びのこと

※ 選ばれなかったカードについても印象を聞く。

人間関係の
こと

仕事・アルバ
イトのこと

自分自身の
こと

お金のこと

意見を聴いた後は、みなさんからもらった意見に対する国からの返事をお伝えしたいと思っています。
どのような方法でお知らせすると良いでしょうか？
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カードは、質問カードがA6（文庫本サイズ）、選択肢のカードがそれより少し小さいB7（パスポー
トサイズ）になります。

〇みなさんの普段の生活に関するお題の例

〇「みなさんの意見を聴く会」に関するお題の例

＜参考＞カードのイメージ案
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4. 会場設営イメージ

参加者

参加者

記録係
（PwCorファシリが兼務）

テーブル

出た意見を書きだす
または

意見を書いてもらった付箋を貼っていきます
（必要に応じて付箋の記入をサポートします）

参加者

そのほかの運営メンバー（こども家庭庁・PwC）

見守り
（必要に応じてサポート）

• 参加者の方（１名～４名）に対して、進行役と記録係が１人ずつの想定です。

• 知らない大人による圧迫感を与えないよう、運営に必須な最小限の人数とします。

• 話しやすい雰囲気づくりをします。
- お菓子や飲み物を用意
- スタッフはラフな服装で参加
- 意見を記録する際はPCを使用せず、模造紙にメモ（参加者の許可が取れた場合はレコーダーにて記録）
- 必要に応じて、雰囲気づくりのためにバックミュージックを流す

模造紙

参加者
進行役

参加者フォロー
（団体職員様）
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5. メンバー一覧（参加者/運営）

班 No. お名前 年代 ファシリテーター 板書係 備考

1

2

3

4

5
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6. 配布資料リスト

No. 資料名

配布先

必要部数 備考参加者
（x名）

運営
（x名）

1 当日運営資料 × ○ X部
（運営分）

• 本資料

２ 質問事項一覧 × ○ X部
（参加者＋運営＋予備）

2 参加者向け配布資料 ○ ○ X部
（参加者＋運営＋予備）

３ こども大綱広報資料 ○ × X部
（参加者分＋予備）

４ いけんぷらす
広報資料

○ × X部
（参加者分＋予備）

５ 事後アンケート ○ × X部
（参加者分＋予備）

• 紙orQRコード
から回答
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7. 用意するもの

カテゴリ No. 物品 数量
準備担当

備考
PwC 会場備付

会場設営

1 テーブル - ○

2 イス - ○

3 名札 ○ • 全員分（名前シール）

4 飲み物 ○ • ペットボトル（500ml）

5 お菓子 ○

6 養生テープ ○ • 設営用

文房具

7 ホワイトボード -
○

• 無ければイーゼルパッド
を使用

8 イーゼルパッド ○ • グループで１冊

9 サインペン ○ • 参加者分＋α

10 ボールペン ○ • 参加者分＋α

11 プロッキー ○ • １セット

12 付箋 ○ • 参加者分＋α

13 マグネット ○ • ホワイトボードに使用
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7. 用意するもの

カテゴリ No. 物品 数量
準備担当

備考
PwC 会場備付

記録媒体

14 ICレコーダー ○ • 許可が取れた場合
のみ使用

15 iPad ○ • 許可が取れた場合
のみ使用

その他

16 救急セット 1

17 ゴミ袋 3

18 バックミュージック -

19 スピーカー 1 • バックミュージック用
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8. 運営サイド連絡先

No. お名前 所属 役割 連絡先 備考

1 サポート

2 ファシリテーター

3 見守り

4 全体進行・準備

5 準備/サポート
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その他 事前打合せでのご共有・相談事項

• クールダウン

– 意見聴取後に、参加者に不穏な状態が顕在化した場合の、クールダウン等の
対応について、普段から支援にて関係性を築かれておられる（団体職員）様にお
願いさせていただけないでしょうか。

• 事後振返り

– 当日の運営振返りでは、準備～当日の運営について、みなさまから感想や
ご意見等のご共有をお願いします。

– また、その際に、当日参加者の様子に関して、お話いただいた内容だけでない、
身体のサイン（緊張・過覚醒など）についてお気づきの点があれば、ご共有を
お願いいたします。



付録４

参加者向け配布資料（対面）

【パターン１】付録５ 質問カードおよび付録６ 選択肢カードを使用した回
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みなさんと一緒に考えたい内容

きょう考えた内容をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、

「こども・若者のみなさんへの意見の聴き方」を考えていきます。

◆ こども大綱とは？ ※より詳しい内容について知りたい方は、別にお配りする冊子を読んでみてください。

国が「こどもまんなか社会」をつくるための取組を進める上で必要なことをまとめてい

ます。 いまの内容は令和５年につくられたもので、令和10年（いまから約２年後）に、

内容を新しくする予定です。

◆ 一緒に考えたい内容

こども・若者のみなさんが「意見や思いを伝えたいときに」 「ちゃんと聴かれたと感じる」

ためにどんな方法がよいか

いっしょ

わかもの

たい こう

ないよう

つた き

ほうほう

く わ べ つ さ っ し

ひつよう

れいわ やく
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当日の流れ

集合XX:XX
• XX:XXに（集合場所）へ集合してください。

はじめにXX:XX
• 今日の流れや、参加者について、全体にお知らせします。

話し合い

XX:XX
• お互いに自己紹介をします。

• ファシリテーター（司会の人）からみなさんの意見を聴き

たいことをいくつか伝えるので、言える範囲でみなさんの

声を聴かせてください。

さいごにXX:XX • 今後の予定などの連絡事項をお知らせします。

• 最後にお配りするアンケートで、感想を教えてください。

解散XX:XX
• XX:XXごろに終了予定です。

服装
持ち物

好きな服やリラックスできる服できてください。
持ち物はありませんが、持ってきたいものや安心できるもの（例：ぬいぐるみ）をもってくること
も大歓迎です。

だいかんげい

は ん い

れんらくじこう



3

各班のメンバー

班 No. 呼ばれたいお名前 ファシリテーター 板書係

１

２

３

４

5

かくはん

よ
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参加するおとな

役割 やること

ファシリテーター
それぞれの班で、話し合いの司会進行や、みなさんが意見を言いやすいよ

うな場づくりをします。

板書係 みなさんの意見をホワイトボードや模造紙などに書いてまとめます。

（支援団体）スタッフ みなさんが安心安全に話し合いに参加できるよう見守ります。

こども家庭庁 今日の運営をしています。

PwCコンサルティング合同会社
こども家庭庁と一緒に今日の運営をしています。

全体へのお知らせや、話し合いのサポートをします。

やくわり

も ぞ う し

かていちょう
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• みなさんの意見をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、「こども・若者のみな

さんへの意見の聴き方」を考えていきます。

• また、みなさんの意見は報告書にまとめて、令和８年４月ごろにこども家庭庁のホームページ

で公開します。そのときには、どの意見を誰が言ったかはわからないようにします。公開する

内容は、公開前にみなさんに確認してもらいます。

◼ 意見の確認について

✓ 2月中に、みなさんの意見をまとめた「いけんのまとめ」をお送りします。意見の記録が届いたら、

確認をお願いします。

✓ 確認をして、修正や取り消しをしたいことがあったら、フォームまたはこどもの里の大人に教えて

ください。

✓ また、当日に言えなかったけれど、伝えたい意見があれば、最後に配るアンケートで教えてください。

◼ その他の連絡について

✓ もしも、当日や当日までに「いやだ」と感じたことがあれば、下に書いてある人（伝えやすい人）に教

えてください。

・（支援団体）スタッフ

・こども家庭庁： （メールアドレス）

みなさんの意見について

ほうこくしょ

だれ

かくにん

き ろ く とど

ねが

しゅうせい



おとなから参加者のみなさんへの約束

みんなが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、おとなはみなさんと以下の約束をします。

以下のことをします 以下のことはしません

◎みなさんの権利を尊重し、安心して意見を言える、安全な

場をつくります

◎みなさんが困っていることや心配に思っていることは、お

となの間で共有し、よりよい場づくりにつなげます

× たたく・ける・つねるなど、体を傷つけること

× 不必要に体にさわること

× 利用したり、傷つけたりする言動をすること

× ばかにする、見下す、差別すること

× 特別扱いしたり、えこひいきすること

× 不適切なサイト・画像・動画に誘導すること

◎みなさんの「自分でできる力」を大切にしながら、必要なと

ころだけを手伝います

× みなさんが自分でできる役割を、必要以上に代わりにやって

しまうこと

◎誰かの危ない行動はすぐ止め、理由と安全なやり方を一緒

に考えます

× 危ない行動や約束を守らないことを見て見ぬふりしたり、一緒

にしたりすること

◎みなさんへの連絡は、公式の方法だけで行います

◎みなさんと大人が二人きりにならないように心がけます

× 連絡先を交換したり、個人的に連絡を取ったりすること

× 人目のないところで二人きりになること

× みなさんと恋愛・性的な関係をもつこと

× 性的なことを連想させる言葉やしぐさをすること

× ほかのイベントや飲食に誘うこと

◎写真や動画は、使い道と公開範囲を説明し、みなさんやお

うちの方、まわりの大人のOKをもらったときだけ撮ります

× みなさんの写真・動画を、みなさんやおうちの方、まわりの大人

のOKをもらわずに撮ったり、ウェブサイトやSNSに出すこと

◎みなさんの情報は大切に扱い、必要な関係者だけに必要な

分だけ共有します

× みなさんの情報を必要な関係者以外に話したり公開すること

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人にそのことを伝えることがあります 6

け ん り そんちょう

やくそく

きょうゆう

て つ だ

と

じょうほう あつか かんけいしゃ

きず

ふひつよう

さべつ

とくべつあつか

ふてきせつ がぞう ゆうどう

ひつよういじょう

こうかん こじんてき

れんあい せいてき かんけい

れんそう

さそ

かんけいしゃいがい
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大切にしたいことはみなさんと一緒に考えていきたいです。

確認したい／つけ足したい／変えたい内容がある方は、各グループで教えてください。

今日大切にしたいこと

◆ 年齢や立場に関係なく、だれもが等しく話し合いに参加します。

◆ 意見に正解や間違いはありません。お互いの考えを大切にします。

◆ 話したくないことは、話さなくて大丈夫です。

◆ 今日聞いたこと、だれがどんなことを話したかは、家族・友人・先生も含めてほかの人に

伝えません。（この会に参加したことや自分の感想はOK！）

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人に伝えることがあります。

◆ つかれたときは、休んだりやめたりしても大丈夫です。周りのおとなにいつでも教えてください。

◆ 今日はじめて会った人（ほかの参加者やおとな）との連絡先の交換はできません。

みなさんが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、きょうの話し合いに参加するみなさん同士で大切にすることを決めたいです。

■今日大切にしたいことの案

れんらくさき

たが

こ う か ん

せ い か い

ね ん れ い
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みなさんと一緒に考えたいこと

みなさんとの話し合いで一緒に考えたいことの例を示しています。

当日は、こういったカード形式のお題から、みなさんが答えたいものを選んでいただきます。

〇みなさんの普段の生活に関するお題の例

〇「みなさんの意見を聴く会」に関するお題の例

しめ

えら

かん

いっしょ



付録５

質問カード（対面）



▼ 表 面 ▼ 裏 面



▼ 表 面 ▼ 裏 面



▼ 表 面 ▼ 裏 面



付録６

選択肢カード（対面）

付録５ 質問カードの「手法」と「テーマ」の質問において、選択肢として使用



▼ 表 面 ▼ 裏 面



▼ 表 面 ▼ 裏 面



▼ 表 面 ▼ 裏 面



▼ 表 面 ▼ 裏 面



付録７

参加者向け配布資料（対面）

【パターン２】付録５ 質問カードおよび付録６ 選択肢カードを使用しない回



（団体名）さま



2

一緒に考えていただきたい内容

今日考えた内容をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、

「こども・若者のみなさんへの意見の聴き方」を考えていきます。

◆ こども大綱とは？ ※より詳しい内容について知りたい方は、別にお配りする冊子を読んでみてください。

国が「こどもまんなか社会」をつくるための取組を進める上で必要なことをまとめてい

ます。 いまの内容は令和５年につくられたもので、令和10年（いまから約２年後）に、内

容を新しくする予定です。

◆ 一緒に考えていただきたい内容

こども・若者のみなさんが「意見や思いを伝えたいときに」 「ちゃんと聴かれたと感じる」

ためにどんな方法がよいか。

いっしょ

わかもの

たい こう

ないよう

つた き

ほうほう

く わ べ つ さ っ し

ひつよう

れいわ やく
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今日の流れ

集合
• お声掛けさせていただいた時間に集合してください。

はじめに
• 今日の流れについてお知らせします。

話し合い

30分

• お互いに自己紹介をします。

• みなさんの意見を聴きたいことをいくつか伝えるので、

言える範囲でみなさんの声を聴かせてください。

さいごに５分 • 今後の予定などの連絡事項をお知らせします。

• 最後にお配りするアンケートで、感想を教えてください。

解散
• 40分ほどで終了予定です。

服装
持ち物

好きな服やリラックスできる服できてください。
持ち物はありませんが、みなさんが持ってきたいものや安心できるもの（例：ぬいぐるみ）を持っ
てきても大丈夫です。

は ん い

れんらくじこう

５分
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参加メンバーの紹介

所属 やること

（団体職員） 司会進行や、みなさんが意見を言いやすいような場づくりをします。

こども家庭庁
今日の運営をしています。

（団体職員）さんやPwCと一緒に意見を聴かせてもらうことがあります。

PwCコンサルティング合同会社
こども家庭庁と一緒に今日の運営をしています。

全体へのお知らせや、話し合いの記録・サポートをします。

かていちょう
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• みなさんの意見をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、「こども・若者のみ

なさんへの意見の聴き方」を考えていきます。

• また、みなさんの意見は報告書にまとめて、令和８年４月ごろにこども家庭庁のホームペー

ジで公開します。そのときには、どの意見を誰が言ったかはわからないようにします。

公開する内容は、公開前にみなさんに確認していただきます。

◼意見の確認について

✓ 2月中に、みなさんの意見をまとめた「いけんのまとめ」をお送りします。意見の記録が届いたら、確認

をお願いします。

✓ 確認をして、修正や取り消しをしたいことがあったら、WEBフォーム または （団体）の職員の方に教え

てください。

✓ また、今日言えなかったこと、追加で伝えたい意見があれば、最後に配るアンケートで教えてください。

◼その他の連絡について

✓ もしも、当日や当日までに「嫌だな」と感じたことがあれば、下に書いてある人に教えてください。

・ （団体）の職員の方

・ こども家庭庁： メールアドレス

みなさんの意見について

ほうこくしょ

だれ

かくにん

き ろ く とど

ねが

しゅうせい



参加者のみなさんへの約束

みなさんが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために私たちは、みなさんと以下の約束をします。

以下のことをします 以下のことはしません

◎みなさんの権利を尊重し、安心して意見を言える、安全な

場をつくります

◎みなさんが困っていることや心配に思っていることは、お

となの間で共有し、よりよい場づくりにつなげます

× たたく・ける・つねるなど、体を傷つけること

× 不必要に体にさわること

× 利用したり、傷つけたりする言動をすること

× ばかにする、見下す、差別すること

× 特別扱いしたり、えこひいきすること

× 不適切なサイト・画像・動画に誘導すること

◎みなさんの「自分でできる力」を大切にしながら、必要なと

ころだけを手伝います

× みなさんが自分でできる役割を、必要以上に代わりにやって

しまうこと

◎誰かの危ない行動はすぐ止め、理由と安全なやり方を一緒

に考えます

× 危ない行動や約束を守らないことを見て見ぬふりしたり、一緒

にしたりすること

◎みなさんへの連絡は、公式の方法だけで行います

◎みなさんと大人が二人きりにならないように心がけます

× 連絡先を交換したり、個人的に連絡を取ったりすること

× 人目のないところで二人きりになること

× みなさんと恋愛・性的な関係をもつこと

× 性的なことを連想させる言葉やしぐさをすること

× ほかのイベントや飲食に誘うこと

◎写真や動画は、使い道と公開範囲を説明し、みなさんやお

うちの方、まわりの大人のOKをもらったときだけ撮ります

× みなさんの写真・動画を、みなさんやおうちの方、まわりの大人

のOKをもらわずに撮ったり、ウェブサイトやSNSに出すこと

◎みなさんの情報は大切に扱い、必要な関係者だけに必要な

分だけ共有します

× みなさんの情報を必要な関係者以外に話したり公開すること

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人にそのことを伝えることがあります
6

け ん り そんちょう

やくそく

きょうゆう

て つ だ

と

じょうほう あつか かんけいしゃ

きず

ふひつよう

さべつ

とくべつあつか

ふてきせつ がぞう ゆうどう

ひつよういじょう

こうかん こじんてき

れんあい せいてき かんけい

れんそう

さそ

かんけいしゃいがい
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大切にしたいことはみなさんと一緒に考えていきたいです。

確認したい／つけ足したい／変えたい内容がある方は教えてください。

今日大切にしたいこと

◆ 年齢や立場に関係なく、だれもが等しく話し合いに参加します。

◆ 意見に正解や間違いはありません。お互いの考えを大切にします。

◆ 話したくないことは、話さなくて大丈夫です。

◆ 今日聞いたこと、誰がどんなことを話したかは、家族・友人・先生も含め、ほかの人には伝えません。

（この会に参加したことや自分の感想を伝えるのはOKです）

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人に伝えることがあります。

◆ つかれたときは、休んだりやめたりしても大丈夫です。周りのおとなにいつでも教えてください。

◆ 今日はじめて会った人（こども家庭庁やPwC）との連絡先の交換はできません。

みなさんが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、今日参加するみなさん同士で大切にすることを決めたいです。

■今日大切にしたいことの案

れんらくさき

たが

こ う か ん

せ い か い

ね ん れ い
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みなさんに聞きたいこと・一緒に考えたいこと①
いっしょ

• 普段、一番お話する人はどんな人ですか？

• 普段、自分の話を「誰かに聞いてほしい」と思うのはどんなときですか？

• 普段、誰かに「あなたの意見や思いを教えて」と言われることはありますか？

• 自分の意見や思いを伝えやすい方法のは、どんな方法ですか？

最初に、みなさんの日常生活について、少し教えてください。

方法の例

✓ 対面（直接会って話す）

✓ オンライン（zoomなど）

✓ チャット（SNSへのコメントなど）

✓ 紙やWEBのアンケート

✓ そのほかの方法
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• 国や自治体が「みなさんの意見を聴く会」を開くとしたら、参加してみたいと思いますか？

• どんな会であれば、参加したい・意見を伝えやすいと思いますか？

➢ 開催時間・場所

➢ 参加者の人数やメンバー、聞き役の人数や人柄

➢ 安心して意見を言うためのルール、意見を言うためのサポート など

• 「みなさんの意見を聴く会」で話してみたい、話しやすいと思うテーマは何ですか？

「こども・若者のみなさんへの意見の聴き方」について、一緒に考えていただけると幸いです。

「みなさんの意見を聴く会」について

✓ 国や自治体（こども家庭庁などの国の機関や都道府県庁、市区町村の役所・役場など）では、対面やオンライン、アンケートやチャッ
トなどの方法でこども・若者のみなさんの意見を聴きたいと思っています。

✓ ここでは「対面やオンライン、アンケート、チャットなどでみなさんの意見を聴くこと」を「みなさんの意見を聴く会」を呼んでいます。

みなさんに聞きたいこと・一緒に考えたいこと②
いっしょ

テーマの例

✓ 普段過ごす場所（家、学校、そのほかの施設など）

✓ 衣食住・健康（洋服や食事、住まい、体調のこと など）

✓ 一緒に過ごす人（家族、職場や学校、そのほかの人など）

✓ 勉強（教科書や参考書、学びへのサポートなど）

✓ 将来や進路

✓ 遊びや趣味（遊ぶ場所や時間、やってみたいことなど）

✓ 仕事やアルバイト

✓ お金（普段使うお金のこと、税金のことなど）

✓ 自分自身のこと

✓ 人間関係のこと

✓ そのほか（何でもＯＫです）
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• 「みなさんの意見を聴く会」があることをお知らせするには、どんな方法がいいですか？

• 自分の言った意見が（こども家庭庁のHPなどで）公開されて、色々な人に伝わってほしいと
思いますか？それとも、あまり人には知られたくないと思いますか？

• みなさんの意見への「国からのお返事（みなさんの意見をどのように受け止めたのか、どのように反映したかや、
反映できなかった場合の理由）」を伝えるとき、どんな方法がいいですか？

• 今日のテーマについて、ほかに意見や思ったことがあれば何でも教えてください。

「こども・若者のみなさんへの意見の聴き方」について、一緒に考えていただけると幸いです。

みなさんに聞きたいこと・一緒に考えたいこと③
いっしょ

方法の例

✓ 普段の居場所の方からお伝えする

✓ おうちの人からお伝えする

✓ 暮らしや生活をサポートしてくれる人からお伝えする

✓ SNSやWEBサイトに広告を出す

✓ 街中や駅に公告を出す

✓ そのほかの方法

方法の例

✓ 対面でお伝えする

✓ オンラインでお伝えする

✓ こども家庭庁のHPなどにお返事を載せる

✓ メールでお伝えする

✓ LINEやX、インスタグラムなどのSNSでお伝えする

✓ そのほかの方法



付録８

参加者向け投影資料（オンライン）



（支援団体名）さま
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きょう、一緒に考えたい内容

きょう考えた内容をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、

「こども・若者のみなさんへの意見の聴き方」を考えていきます。

◆ こども大綱とは？ ※より詳しい内容について知りたい方は、別にお配りする冊子を読んでみてください。

国が「こどもまんなか社会」をつくるための取組を進める上で必要なことをまとめてい

ます。 いまの内容は令和５年につくられたもので、令和10年（いまから約２年後）に、内

容を新しくする予定です。

◆ 一緒に考えたい内容

こども・若者のみなさんが「意見や思いを伝えたいときに」 「ちゃんと聴かれたと感じる」

ためにどんな方法がよいか

いっしょ

わかもの

たい こう

ないよう

つた き

ほうほう

く わ べ つ さ っ し

ひつよう

れいわ やく
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こども大綱について（1/2）



3

こども大綱について（2/2）
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当日の流れ

はじめに10分
• きょうの流れや参加者をお知らせします。

お話を
聴かせてください

30分

• ファシリテーター（司会の人）からみなさんの意見を聴き

たいことをいくつか伝えるので、みなさんの声を聴かせて

ください。

（言いたくないことは言わなくて大丈夫です！）

さいごに5分 • 今後の予定などの連絡事項をお知らせします。

• 最後にお配りするアンケートで、感想を教えてください。

服装
持ち物

好きな服やリラックスできる服で参加してください。
持ち物はありませんが、持ってきたいものや安心できるもの（例：ぬいぐるみ）をもってくること
も大歓迎です。

ふくそう
す

れ い

だいかんげい

さ ん か し ゃ

し か い

れん ら くじ こう

さ い ご
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自己紹介

役割 やること

ファシリテーター
それぞれの班で、司会進行や、みなさんが意見を言いやすいような場づくり

をします。

団体の職員 みなさんが安心安全に話し合いに参加できるよう見守ります。

こども家庭庁 きょうの運営をしています。

PwCコンサルティング合同会社
こども家庭庁と一緒にきょうの運営をしています。

お知らせや、お話のサポートをします。

やくわり

だんたい しょくいん

かていちょう うんえい

じ こ し ょ うかい
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• みなさんの意見をもとに、次に「こども大綱」を新しくするときに向けて、「こども・若者のみな

さんへの意見の聴き方」を考えていきます。

• また、みなさんの意見は報告書にまとめて、令和８年４月ごろにこども家庭庁のホームページ

で公開します。そのときには、どの意見を誰が言ったかはわからないようにします。公開する

内容は、公開前にみなさんに確認してもらいます。

◼ 意見の確認について

✓ ２月中に、みなさんの意見をまとめた「いけんのまとめ」をお送りします。意見の記録が届いたら、

確認をお願いします。

✓ 確認をして、修正や取り消しをしたいことがあったら、フォームまたは団体の大人に教えてください。

✓ また、当日に言えなかったけれど、伝えたい意見があれば、最後に配るアンケートで教えてください。

◼ その他の連絡について

✓ もしも、当日や当日までに「いやだ」と感じたことがあれば、下に書いてある人（伝えやすい人）に教

えてください。

・団体の大人

・こども家庭庁（メールアドレス）

みなさんの意見について

ほうこくしょ

だれ

かくにん

き ろ く とど

ねが

しゅうせい



おとなから参加者のみなさんへの約束

みんなが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、おとなはみなさんと以下の約束をします。

以下のことをします 以下のことはしません

◎みなさんの権利を尊重し、安心して意見を言える、安全な

場をつくります

◎みなさんが困っていることや心配に思っていることは、お

となの間で共有し、よりよい場づくりにつなげます

× たたく・ける・つねるなど、体を傷つけること

× 不必要に体にさわること

× 利用したり、傷つけたりする言動をすること

× ばかにする、見下す、差別すること

× 特別扱いしたり、えこひいきすること

× 不適切なサイト・画像・動画に誘導すること

◎みなさんの「自分でできる力」を大切にしながら、必要なと

ころだけを手伝います

× みなさんが自分でできる役割を、必要以上に代わりにやってし

まうこと

◎誰かの危ない行動はすぐ止め、理由と安全なやり方を一緒

に考えます

× 危ない行動や約束を守らないことを見て見ぬふりしたり、一緒

にしたりすること

◎みなさんへの連絡は、公式の方法だけで行います

◎みなさんと大人が二人きりにならないように心がけます

× 連絡先を交換したり、個人的に連絡を取ったりすること

× 人目のないところで二人きりになること

× みなさんと恋愛・性的な関係をもつこと

× 性的なことを連想させる言葉やしぐさをすること

× ほかのイベントや飲食に誘うこと

◎写真や動画は、使い道と公開範囲を説明し、みなさんやお

うちの方、まわりの大人のOKをもらったときだけ撮ります

× みなさんの写真・動画を、みなさんやおうちの方、まわりの大人

のOKをもらわずに撮ったり、ウェブサイトやSNSに出すこと

◎みなさんの情報は大切に扱い、必要な関係者だけに必要

な分だけ共有します

× みなさんの情報を必要な関係者以外に話したり公開すること

7

け ん り そんちょう

やくそく

い か

こま

きょうゆう

て つ だ

あぶ

せつめい

と

じょうほう あつか かんけいしゃ

きず

ふひつよう

り よ う

さべつ

とくべつあつか

ふてきせつ がぞう ゆうどう

ひつよういじょう

こうかん こじんてき

れんあい せいてき かんけい

れんそう

さそ

かんけいしゃいがい
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大切にしたいことはみなさんと一緒に考えていきたいです。

確認したい／つけ足したい／変えたい内容があったらぜひ教えてください。

きょう大切にしたいこと

みなさんが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、きょうの場に参加する全員が大切にすることを決めたいです。

きょう大切にしたいことの案
あん

か

◆ 年齢や立場に関係なく、だれもが等しく話し合いに参加します。

◆ 意見に正解や間違いはありません。お互いの考えを大切にします。

◆ 話したくないことは、話さなくて大丈夫です。

◆ 今日聞いたこと、だれがどんなことを話したかは、家族・友人・先生も含めてほかの人に

伝えません。（この会に参加したことや自分の感想はOK！）

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人に伝えることがあります。

◆ つかれたときは、休んだりやめたりしても大丈夫です。周りのおとなにいつでも教えてください。

◆ 今日はじめて会った人（ほかの参加者やおとな）との連絡先の交換はできません。
れんらくさき

たが

こ う か ん

せ い か い

ね ん れ い
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みなさんと一緒に考えたいこと
いっしょ

次のページからは、質問を１つ１つのせています。

• 普段、一番お話する人はどんな人ですか？

• 普段、自分の話を「誰かに聞いてほしい！」と思うのはどんなときですか？

• 普段、「あなたの意見や思いを教えて」と言われることはありますか？

（１）日常生活について

• 自分の意見や思いを伝えやすい方法はどんな方法ですか？

• 国や自治体が「みなさんの意見を聴く会」を開くとしたら、参加してみたいと思いますか？

➢ 参加したい／したくない理由はなんですか？

• 皆さんの意見を聴く会があることをお知らせするには、どんな方法がいいですか？

• どんな会であれば参加したい・意見を伝えやすいと思いますか？
（時間・場所、人数、ルール、サポートなど）

• 「みなさんの意見を聴く会」で話してみたい、話しやすいと思うテーマは何ですか？

• 自分の言った意見が色々な人に伝わってほしいと思いますか？
それとも、あまり人には知られたくないと思いますか？

• みなさんの意見への「国からのお返事」を伝えるとき、どんな方法がいいですか？

• 今日のテーマについて、ほかに意見や思ったことがあれば何でも教えてください。

（２）自分の意見や思いを伝えることについて
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日常生活について
にちじょう
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日常生活について
にちじょう
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日常生活について
にちじょう
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意見を伝える方法について



14

意見を伝える方法の例
れい
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意見を聴く会への参加について

～「みなさんの意見を聴く会」とは？～

• 国や自治体（こども家庭庁などの国の機関や都道府県庁、市区町村の役所・役場など）では、対面やオンライン、
アンケートやチャットなどの方法でこども・若者のみなさんの意見を聴きたいと思っています。

• この質問からは「対面やオンライン、アンケート、チャットなどでみなさんの意見を聴くこと」を「みな
さんの意見を聴く会」を呼びます。
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参加しやすくなるための条件・サポ－ト
じ ょ う け ん
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参加しやすくなるための条件・サポ－ト
じ ょ う け ん
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参加しやすくなるための条件・サポ－トの例
じ ょ う け ん れ い

「こんなイベントは楽しかった！」または「〇〇な場は緊張した／楽しくなかった」

といったことでもOKです！
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意見を言いたい・言いやすいテーマ



20

テーマの例
れい

＋趣味
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いただいたご意見の公開方法・お返事の伝え方



22

いただいたご意見の公開方法・お返事の伝え方
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その他自由意見

今日話したテーマについて

ほかに意見や

思ったことがあれば

なんでも教えてください！
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アンケートのご案内

今日の感想を教えてください！
（意見の追加もこちら）

（URL）

（二次元コード）



付録９

事後アンケート（対面）



今日の会に「参加して良かった」と思いますか？

（あてはまるもの１つに〇）01

今日の会では「自分が話したい」と思ったことを言えましたか？

（あてはまるもの１つに〇）02

今日の会では自分の意見を「ちゃんと聴かれた」と感じましたか？

（あてはまるもの１つに〇）03

〇このアンケートについて

　・よりよい運営のため、アンケートへのご協力をお願いします。

　・この紙とWEBフォームの好きなほうで回答してください。

　・全部の質問に答えなくても大丈夫です。

（裏につづく）

２．やや思う１．思う

参加者アンケート

３．あまり思わない ４．思わない

理由があれば、教えてください。

２．やや思う１．思う ３．あまり思わない ４．思わない

理由があれば、教えてください。

２．やや感じた１．感じた ３．あまり

　　感じなかった

４．感じなかった

理由があれば、教えてください。

き ょ う か い さ ん か よ お も

き ょ う か い じ ぶ ん は な お も い

き ょ う か い じ ぶ ん い け ん き か ん

う ん え い きょうりょく ね が

か み す か い と う

ぜ ん ぶ し つ も ん こ た だ い じ ょ う ぶ

う ら

お もお も

さ ん か し ゃ

お も お も

り ゆ う お し

お もお も お も お も

り ゆ う お し

り ゆ う お

し

か んか ん

か ん

か ん



イベント運営スタッフや、こども家庭庁のふるまいについて、

どう思いましたか？（あてはまるもの１つに〇）04

今日のようなイベントがあったら、また参加したいと思いますか？

（あてはまるもの１つに〇）05

今日の会で言いきれなかったことがあれば、教えてください。06

そのほかに今日の感想があれば、教えてください。07

ご協力ありがとうございました！

２．よかった１．とても

　　よかった

３．あまり

　　よくなかった

４．よくなかった

理由があれば、教えてください。

２．やや思う１．思う ３．あまり思わない ４．思わない

理由があれば、教えてください。

きょうりょく

う ん え い か て い ちょう

お も

り ゆ う お し

き ょ う さ ん か お も

お もお も お も お も

り ゆ う お し

き ょ う か い い お し

き ょ う か ん そ う お し



付録10

外部ファシリテーター向け

事前ガイダンス資料



こども家庭庁 令和７年度委託事業
困難に直面したこども・若者からの意見聴取の在り方に関する調査研究

ファシリテーター向け 事前ガイダンス

2026年１月15日(木)



1

はじめに

参加者 本事業でのこども・若者への意見聴取でファシリテーターとしてご協力いただく方々

ガイダンスの
目的

• ファシリテーターにご協力いただく皆さまに、本事業の概要をお伝えすること。

• 以下の事項について、改めてお伝えすること。

✓ ファシリテーションにおける基礎的事項

✓ 困難に直面したこども・若者への意見聴取における留意点

その他
• 記録のため、録画させていただきます。

• 録画は、関係者限り（欠席者含む）で共有させていただいてよろしいでしょうか。

本ガイダンスの後半では、参加者の皆様に事例共有・話し合いをしていただく時間を設けています。

ぜひ、皆様のご経験・ご知見等をシェアいただければ幸いです。



本日の進め方

内容 説明者
所要時間
（目安）

はじめに・自己紹介 PwC ５分

01 事業概要のご説明 PwC ５分

02
ファシリテーターの皆様にお伝えしたいこと

➢ 意見を聴くときの姿勢やセーフガーディングに係る基礎的事項
➢ 困難に直面したこども・若者が対象とする意見聴取における留意点
➢ こどもの心の声を受け止められなくなってしまうかもしれない3つのバイアス

こども家庭庁 10分

03 参加者同士の事例共有・話し合い ー 20分

04 質疑応答 ー 10分
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２．ファシリテーターの皆様にお伝えしたいこと
（１）意見を聴くときの姿勢やセーフガーディングに係る基礎的事項（1/2）

• こども・若者への意見聴取におけるファシリテーターとは？

➢ 意見聴取の場の安心・安全の保証人

➢ こども・若者の声を引き出す媒介者

意見聴取の場において

こどもが本来の力を発揮することを妨げる要因

ファシリテーターによる

エンパワメント

自分と異なる
意見

声が大きい
他の参加者

初対面の大人

意見を聴いて
もらえなかっ
た過去の経験

など

安心・安全な意見聴取の場

こども・若者の意見を引き出す

意見を
言いやすい

お互いを尊重

自分の言葉で
話せる

他の意見も
言ってみたい

など

• ファシリテーターの基本姿勢

✓ 意見を否定しない・評価しない

✓ 先入観を持たない、属性に囚われず一人の人として尊重する

✓ 成果に囚われすぎない、こども・若者が話したいことを聴く

✓ こども・若者の背景や状況に寄り添って理解する

✓ 「あなたの意見を聴かせてほしい」という気持ちを示す
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２．ファシリテーターの皆様にお伝えしたいこと
（１）意見を聴くときの姿勢やセーフガーディングに係る基礎的事項（2/２)

• セーフガーディングとは？

➢ こども・若者がいる場面において、活動に参加したことによって、子どもの権
利が侵害されないようにすること

• セーフガーディングのための誓約事項

✓ 暴力・差別・不適切な言動の禁止

✓ 性的接触・不必要な身体的接触の禁止

✓ プライバシー保護

✓ 活動外での不適切な接触・状況回避

✓ 安全な環境づくりとコミュニケーション

※セーフガーディングについては、誓約書の署名・提出を必須といたします。誓約書は、本ガイダ
ンス終了後、事務局から送付します。
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おとなから参加者のみなさんへの約束

みんなが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、おとなはみなさんと以下の約束をします。

■おとなから参加者のみなさんへの約束

以下のことをします 以下のことはしません

◎みなさんの権利を尊重し、安心して意見を言える、安全な場をつく
ります

◎みなさんが困っていることや心配に思っていることは、おとなの
間で共有し、よりよい場づくりにつなげます

× たたく・ける・つねるなど、体を傷つけること

× 不必要に体にさわること

× 利用したり、傷つけたりする言動をすること

× ばかにする、見下す、差別すること

× 特別扱いしたり、えこひいきすること

× 不適切なサイト・画像・動画に誘導すること

◎みなさんの「自分でできる力」を大切にしながら、必要なところだ
けを手伝います

× みなさんが自分でできる役割を、必要以上に代わりにやってしま
うこと

◎誰かの危ない行動はすぐ止め、理由と安全なやり方を一緒に考え
ます

× 危ない行動や約束を守らないことを見て見ぬふりしたり、一緒に
したりすること

◎みなさんへの連絡は、公式の方法だけで行います

◎みなさんと大人が二人きりにならないように心がけます

× 連絡先を交換したり、個人的に連絡を取ったりすること

× 人目のないところで二人きりになること

× みなさんと恋愛・性的な関係をもつこと

× 性的なことを連想させる言葉やしぐさをすること

× ほかのイベントや飲食に誘うこと

◎写真や動画は、使い道と公開範囲を説明し、みなさんや保護者の
OKをもらったときだけ撮ります

× みなさんの写真・動画を、みなさんや保護者のOKをもらわずに
撮ったり、ウェブサイトやSNSに出すこと

◎みなさんの情報は大切に扱い、必要な関係者だけに必要な分だけ
共有します

× みなさんの情報を必要な関係者以外に話したり公開すること

参加者向け

当日配布資料から抜粋

おとな→参加者
（セーフガーディング）
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大切にしたいことはみなさんと一緒に考えていきたいです。

確認したい／つけ足したい／変えたい内容がある方は、各グループで教えてください。

きょう大切にしたいこと

◆ 年齢や立場に関係なく、だれもが等しく話し合いに参加します。

◆ 意見に正解や間違いはありません。お互いの考えを大切にします。

◆ 話したくないことは、話さなくて大丈夫です。

◆ きょう聞いたこと、だれがどんなことを話したかは、家族・友人・先生も含めてほかの人

に伝えません。

※もし、あなたの安心安全が心配なときは、関係のある大人に伝えることがあります。

◆ つかれたときは、休んだりやめたりしても大丈夫です。周りのおとなにいつでも教えて

ください。

◆ きょう初めて会った人（ほかの参加者やおとな）との連絡先の交換はできません。

みなさんが安全に、安心して参加できる場をつくっていきたいと思っています。

そのために、きょうの話し合いに参加するみなさん同士で大切にすることを決めたいです。

■きょう大切にしたいことの案

参加者向け

当日配布資料から抜粋

参加者 参加者（セーフガーディング）

参加者・おとな（グラウンドルール）
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２．ファシリテーターの皆様にお伝えしたいこと
（2）困難に直面したこども・若者が対象とする意見聴取における留意点

• 困難に直面したこども・若者が対象とする意見聴取における留意点

✓ 子どもにとっての「日常」が、実は権利侵害である場合、抽象的な質問では実態が見えに
くい
→「困っている」ではなく、エピソードを聴いてみる。それが権利侵害かどうかの判断をそ
の場ではしなくて良い

✓ 自分のこととして言いにくい場合、架空の誰かを使う（友達で〜、こんな光景見たことあ
りますか？など）

✓ 経済格差・体験格差等を意識させる質問を避ける

例： × 「冬休みはどこか旅行に行った？」 → ○ 「冬休みはどんなことをして過ごした？」

他にも、習い事や塾、おこづかいの額や使い道、クリスマスやお正月のような行事 など…

✓ 家庭環境を前提にした表現を避ける

 例： × 「お母さん」「お父さん」 → ○ 「おうちの方」「まわりの大人」

✓ 当日の服装

 例： × 威圧感がある服装、見るからに高価なブランド品 → ○ 場になじむ服装

• 参加者の年代・特性やそれに伴う配慮事項等について事前に把握することを目的に、すでに
当事者と関係性を築いている支援団体職員等との打合せ等にご出席をお願いいたします。
→一方でバイアスをかけすぎないこと
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２．ファシリテーターの皆様にお伝えしたいこと
（３）こどもの心の声を受け止められなくなってしまうかもしれない3つのバイアス

１
目的優先
バイアス

本来はこどもの”ビューズ”を引き出す場なのに、大人が「今日集めたい答え」「大人側が聞
きたいこと」だけを意識してしまう状態
こどもの自由度が下がり、意見表明の核心である多様な”ビューズ”が出なくなる

• こどもが脱線しているように見え、「今日はその話じゃない」と切ってしまう
• こどもが言うことを”目的に沿うかどうか”で判断してしまう
• 結果、こどもが”正解”を探し始める

２
自己投影
バイアス

大人自身の経験・価値観・正しさをこどもに投影し、「きっとこう思っているはず」「自分のと
きはこうだった」と決めてしまう状態
こどもが語る”個別性”が見えなくなり、丁寧に聞く姿勢が弱まる

• 「小学生はこういうものだよね」とカテゴリーで扱う
• 自分のこどもの経験や教育観をそのまま重ねてしまう
• 想像で理解したつもりになり、実際のこどもの声を取りこぼす

３
思い込み
バイアス

こどもの行動や表情から勝手に理由を決めつけてしまう状態
おとなの”決めつけ”で、こどもが話始める前に道が閉ざされる

• 「じっとしていない＝発達特性がある」「持ってきた消しゴムで遊び始めた＝やる気がな
いと判断」

• こどもが”べつに””わかんない”というと、興味がないと思い込む
• 実際は、緊張・言語化の苦手・経験不足などさまざまな背景があるのに見落とす

概
要

例

概
要

例

概
要

例
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３．参加者同士の事例共有・話し合い

1. 意見聴取の基本姿勢・セーフガーディングについて

• こども・若者が安心して話せる場をつくるために、工夫していること

• セーフガーディングの観点で、過去に判断や対応が難しかった場面

2. 困難に直面したこども・若者との関わりについて、

• 困難な状況にあるこども・若者から意見を聴くとき、特に気をつけていること

3. ファシリテートをする上での悩みや工夫について

• ファシリテーターとして「子どもの声を聴くのが難しかった」「声がちゃんと聴けていたか
な」と感じた事例とその要因

• ファシリテーターにとって、あると良いサポートや助け

参加者にとってより安心安全な場づくりをするために、ぜひ皆様のご経験・ご知見等をシェアい
ただければ幸いです。皆さまのご経験や工夫を持ち寄ることで、よりよい方法を一緒に考える機
会とできれば幸いです。
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４．質疑応答

質疑応答（10分程度）
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